
 

 

 

 

 

新しいことができるようになった運動会… 

★いつもと違う運動会から得たもの 

「声を出さない…」「密にならない…」運動会を実施していくための条件でしたが、

今までと違った“形”はやはり教師も子どもも惑うものです。しかし練習を重ねてい

くとみんながその意義を学習していきます。運動会当日は声を出さずディスタンスを

保ちながら演技や競技をすることができました。勝敗の結果を聞いて思わず歓喜の声

を上げそうになっても気持ちを抑えて拍手をする

姿がたくさんありました。 

保護者の方々の温かい応援も子どもたちのモチ

ベーションを引き上げることにつながりました。 

たくさんの応援ありがとうございました。 

当日は多くの PTA 役員の方、地方分会会員（終

了後の清掃など）の方に運営上のお手伝いをして

いただきました。本当にありがとうございました。 

 

★課題と成果を整理して 

運動会の「種目」や「集合に関すること」「テントの設置」、また「観覧ゾーン・フ

リーゾーンの位置づけ」など新しい取組であるためにさまざまな課題もあっただろう

と思います。本年度はコロナ対策の一環で取り入れたものばかりでしたが、次年度に

向けて改善点やそのまま取り入れてもよい点（成果）などたくさんありそうです。今

後も広く意見をいただきながら検討していきたいと思います。 

 

 お知らせ 

・校舎外壁の補修工事を行います。現在、足場を組んで校舎全体をネットで覆っている状態

です。予定では土日の工事を中心に 11月末までの工期になっています。 

保護者の皆様、ご理解とご協力をお願いいたします。 
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競技会的にコールしてみた！ 

運動会の「かけっこ」は全学年セパレートのレーンで走

っています。特にスタート前はレーンごとに名前をアナ

ウンスしました。手をあげたり一礼したりしてマナーよ

くスタート位置についていました。 

 陸上競技ではよく見られる光景ですが、運動会の場で

もレーン紹介を取り入れてみました。例年は時間節約の

ためにどんどん連続でスタートさせていましたが、今後

もこういった場づくりも積極的に活用してもよいと考え

ています。子どもたちはどんな感想でしたでしょうか？ 

 

 

 

 

 

手を上げて紹介に応えます。緊張の時… 

いつもと違う集合からスタートを待つ… 


